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事 業 部総務 部

企
画
情
報
課

総
務
課

農
業
共
済
組
合
〝
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
〞

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
役
割

農
家
・
組
合
・
国
の
関
係
　

N
O
S
A
I
鳥
取
機
構
図

ま
る
っ
と
解
説
！

　
農
業
共
済
組
合（
通
称
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
）は
、農
業
保
険

制
度
を
運
営
す
る
団
体
で
あ
り
、農
業
経
営
の
様
々
な

リ
ス
ク
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
組
合
の
運
営
は
総
代
、共
済
部
長
を
始
め
と
し
た
基
礎
組
織
構
成
員
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

農
業
保
険
制
度

　
農
業
保
険
制
度
は
、
農
業
者
が
自
然
災
害
や
病
虫

害
、
そ
の
他
事
故
に
よ
り
被
っ
た
損
失
を
補
償
し
、

安
定
し
た
農
業
経
営
を
支
え
る
た
め
の
公
的
保
険
制

度
で
、
農
業
保
険
法
に
基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
農
家
が
支
払
う
掛
金
や
保
険
料
の
一
部
は
国

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
保
険
制
度
は
収
入
保
険
制
度
と
農
業
共
済
制

度
の
二
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
礎
組
織
構
成
員
の
役
割

■
総
代

　
組
合
員
の
代
表
と
し
て
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
意
思
決

定
機
関
で
あ
る
総
代
会
で
、
事
業
計
画
や
予
算
な
ど

組
合
運
営
の
方
向
を
審
議
決
定
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

■
共
済
部
長

　
農
業
共
済
の
様
々
な
情
報
を
組
合
員
に
伝
達
す
る

だ
け
で
な
く
、
組
合
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
や
意

見
な
ど
を
組
合
に
連
絡
す
る
と
い
う
橋
渡
し
の
役
目

を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

■
損
害
評
価
会
委
員

　
共
済
事
故
に
関
す
る
損
害
の
認
定
な
ど
の
重
要
事

項
に
つ
い
て
調
査
審
議
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。学
識
経
験
者
か
ら
、総
代
会
の
承
認
を
得
て
選
任

さ
れ
た
委
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　〈
部
会
〉 

農
作
物
共
済
部
会
、 

家
畜
共
済
部
会

 

果
樹
共
済
部
会
、 

畑
作
物
共
済
部
会

 

園
芸
施
設
共
済
部
会
、 

任
意
共
済
部
会 

■
損
害
評
価
会
支
所
部
会
委
員

　
損
害
評
価
会
の
各
部
会
で
調
査
審
議
の
必
要
が
あ

る
と
き
に
は
左
記
の
支
所
部
会
を
設
置
し
ま
す
。

農
作
物
共
済
　
・
水
稲
支
所
部
会

　
　
　
　
　
　
・
麦
支
所
部
会

果
樹
共
済
　
　
・
ぶ
ど
う
支
所
部
会

　
　
　
　
　
　
・
な
し
支
所
部
会

　
　
　
　
　
　
・
か
き
支
所
部
会

畑
作
物
共
済
　
・
大
豆
支
所
部
会

　
　
　
　
　
　
・
そ
ば
支
所
部
会

■
損
害
評
価
員

　
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
現
地
で
の
損
害
調
査
や

評
価
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

組  合

共
済
事
業

収
入
保
険

加入農家
（組合員）

組  合

政　府
（国庫）

共
済
金

共
済
掛
金

保
険
金

保
険
料

事
務
費
負
担

掛
金
の
一
部
負
担

加入農家

全国農業共済組合
連合会

（全国連）

政　府
（国庫）

保
険
金

特
約
補
て
ん
金

保
険
料

積
立
金

再
保
険
金

再
保
険
料

事
務
費
負
担

保
険
料
・
積
立
金
の
一
部
負
担

加入申請など
窓口業務

業務委託

組 合 員
（25,100名）

参 事
（1名）

共 済 部 長
（2，298名）

損害評価員
（1，971名）

令和8年1月1日現在

総 代 会

総 代
（150名）

室 長
（1名）

理 事 会

副組合長理事
（1名）

理 事
（13名）

監 事 会

代 表 監 事
（1名）

監 事
（2名）

損 害 評 価 会 支 所 部 会

損害評価会支所部会委員
東 部 支 所
（49名）

中 部 支 所
（41名）

西 部 支 所
（45名）

損 害 評 価 会

損害評価会委員
（18名）

東 部 支 所

事
業
二
課

事
業
一
課

収
入
保
険
課

収
入
保
険
課

事
業
二
課

事
業
一
課

中 部 支 所

事
業
二
課

事
業
一
課

収
入
保
険
課

西部支所

事
業
二
課

事
業
一
課

収
入
保
険
課

家畜診療所

西
部
支
所

東
部
支
所

本

　
　所

本 所

組合長理事
（1名）監 査 室
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鳥
取
で
は
収
入
保
険
制
度
と

８
つ
の
農
業
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
業
保
険
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

農業共済
制度

収入保険
制度

収
入
保
険
制
度

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

農
産
物
の
販
売
収

入
（
簡
易
な
加
工

品
含
む
）。

※
肉
用
牛
、
肉
用

子
牛
、
肉
豚
、
鶏

卵
は
除
く
。

青
色
申
告
を
し

て
い
る
。

自
然
災
害
等
全
般
、
市

場
価
格
の
下
落
、
ケ

ガ
・
病
気
に
よ
る
収

穫
不
能
、盗
難
な
ど
。

収
入
保
険

農
業
共
済
制
度

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
水
稲

・
麦

水
稲
と
麦
の
耕
作

面
積
が
合
わ
せ
て

10
㌃
以
上
。

風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、

雪
害
、
病
虫
害
お
よ
び

鳥
獣
害
な
ど
。

農
作
物
共
済

損
害
防
止
事
業

　災
害
が
発
生
し
た
際
に
補
償
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
災
害

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

農
作
物
共
済
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成

● 

果
樹
共
済
鳥
獣
害
対
策
費
助
成

● 

園
芸
施
設
共
済
事
故
低
減
対
策
　な
ど

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
牛

・
馬

・
豚

牛
、
馬
又
は
豚
に

つ
き
養
畜
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

死
亡
、
廃
用
、
行
方
不

明
、
病
気
、
傷
害（
牛
の

胎
児
お
よ
び
肉
豚
は
死

亡
の
み
）。

家
畜
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
特
定
園
芸
施
設

・
附
帯
施
設

・
施
設
内
農
作
物

所
有
・
管
理
し
て

い
る
施
設
の
合
計

面
積
が
10
㎡
以

上
。

風
水
害
、
ひ
ょ
う
害
、
雪

害
、そ
の
他
気
象
上
の
原

因（
地
震
・
噴
火
を
含
む
）

に
よ
る
災
害
、
火
災
、
破

裂
お
よ
び
爆
発
、航
空
機

の
堕
落
、
車
両
の
衝
突
、

病
虫
害
、鳥
獣
害
。

園
芸
施
設

共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
ぶ
ど
う

・
な
し

・
か
き

類
区
分
ご
と
に
、

栽
培
面
積
が
５
㌃

以
上
。

風
水
害
、ひ
ょ
う
害
、干

害
、寒
害
、雪
害
、火
災
、

病
虫
害
、
鳥
獣
害
に
よ

る
果
実
の
減
収
お
よ
び

品
質
の
低
下
な
ど
。

果
樹
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
大
豆

・
そ
ば

大
豆
：
類
区
分
ご
と
に
栽
培

　
　
　
面
積
が
５
㌃
以
上
。

※
１
類
：
白
大
豆
　

　
２
類
：
丹
波
黒
　

　
３
類
：
丹
波
黒
以
外
の
黒
大
豆

そ
ば
：
秋
そ
ば
の
栽
培
面
積

　
　
　
が
５
㌃
以
上
。

風
水
害
、
干
害
、
冷

害
、雪
害
、そ
の
他
気

象
上
の
原
因（
地
震
・

噴
火
を
含
む
）
に
よ

る
災
害
、
病
虫
害
お

よ
び
鳥
獣
害
。

畑
作
物
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

未
使
用
か
つ
、
新

し
く
購
入
す
る
際

の
金
額
が
５
万
円

以
上
の
農
機
具
や

ド
ロ
ー
ン
。

ま
た
、
特
約
を
付

与
し
た
場
合
、

中
古
農
機
具
も

可
能
。

農
機
具
を
所
有
・
管

理
し
て
い
る
農
家
。

（
ド
ロ
ー
ン
の
場
合
）

航
空
法
に
基
づ
く
国

土
交
通
省
の
飛
行
承

認
を
受
け
た
所
有
者

（
操
縦
者
）
お
よ
び

機
体
。

火
災
、
落
雷
、
盗
難

に
よ
る
盗
取
・
き
損
、

転
覆
、
異
物
の
巻
き

込
み
、
衝
突
、
飛
行

中
の
事
故
な
ど
。

農
機
具
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

建
物
、
付
属
す
る

門
・
垣
・
塀
な
ど

の
工
作
物
、
建
物

内
に
収
容
さ
れ
て

い
る
家
具
類
お
よ

び
農
機
具
。

建
物
を
所
有
、管
理

し
て
い
る
農
家
。

（
火
災
共
済
）

火
災
、
落
雷
、
破
裂
、
爆

発
、外
部
衝
突
な
ど
。

（
総
合
共
済
）

火
災
共
済
に
加
え
、
風

水
害
、
雪
害
、
地
震
、
噴

火
な
ど
。

建
物
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
米

・
麦

・
ぶ
ど
う

・
な
し

・
か
き

・
大
豆

・
そ
ば

農
作
物
、果
樹
、畑
作

物
の
共
済
に
加
入
し

て
い
る
品
目
。

火
災
、衝
突
、風
水
害
、

雪
害
、
盗
難
、
輸
送

中
の
事
故
な
ど
。

保
管
中

農
産
物

補
償
共
済
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Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鳥
取
で
は
収
入
保
険
制
度
と

８
つ
の
農
業
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

農
業
保
険
制
度
に
つ
い
て

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

農業共済
制度

収入保険
制度

収
入
保
険
制
度

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

農
産
物
の
販
売
収

入
（
簡
易
な
加
工

品
含
む
）。

※
肉
用
牛
、
肉
用

子
牛
、
肉
豚
、
鶏

卵
は
除
く
。

青
色
申
告
を
し

て
い
る
。

自
然
災
害
等
全
般
、
市

場
価
格
の
下
落
、
ケ

ガ
・
病
気
に
よ
る
収

穫
不
能
、盗
難
な
ど
。

収
入
保
険

農
業
共
済
制
度

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
水
稲

・
麦

水
稲
と
麦
の
耕
作

面
積
が
合
わ
せ
て

10
㌃
以
上
。

風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、

雪
害
、
病
虫
害
お
よ
び

鳥
獣
害
な
ど
。

農
作
物
共
済

損
害
防
止
事
業

　災
害
が
発
生
し
た
際
に
補
償
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
災
害

の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

● 

農
作
物
共
済
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成

● 

果
樹
共
済
鳥
獣
害
対
策
費
助
成

● 

園
芸
施
設
共
済
事
故
低
減
対
策
　な
ど

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
牛

・
馬

・
豚

牛
、
馬
又
は
豚
に

つ
き
養
畜
の
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

死
亡
、
廃
用
、
行
方
不

明
、
病
気
、
傷
害（
牛
の

胎
児
お
よ
び
肉
豚
は
死

亡
の
み
）。

家
畜
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
特
定
園
芸
施
設

・
附
帯
施
設

・
施
設
内
農
作
物

所
有
・
管
理
し
て

い
る
施
設
の
合
計

面
積
が
10
㎡
以

上
。

風
水
害
、
ひ
ょ
う
害
、
雪

害
、そ
の
他
気
象
上
の
原

因（
地
震
・
噴
火
を
含
む
）

に
よ
る
災
害
、
火
災
、
破

裂
お
よ
び
爆
発
、航
空
機

の
堕
落
、
車
両
の
衝
突
、

病
虫
害
、鳥
獣
害
。

園
芸
施
設

共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
ぶ
ど
う

・
な
し

・
か
き

類
区
分
ご
と
に
、

栽
培
面
積
が
５
㌃

以
上
。

風
水
害
、ひ
ょ
う
害
、干

害
、寒
害
、雪
害
、火
災
、

病
虫
害
、
鳥
獣
害
に
よ

る
果
実
の
減
収
お
よ
び

品
質
の
低
下
な
ど
。

果
樹
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
大
豆

・
そ
ば

大
豆
：
類
区
分
ご
と
に
栽
培

　
　
　
面
積
が
５
㌃
以
上
。

※
１
類
：
白
大
豆
　

　
２
類
：
丹
波
黒
　

　
３
類
：
丹
波
黒
以
外
の
黒
大
豆

そ
ば
：
秋
そ
ば
の
栽
培
面
積

　
　
　
が
５
㌃
以
上
。

風
水
害
、
干
害
、
冷

害
、雪
害
、そ
の
他
気

象
上
の
原
因（
地
震
・

噴
火
を
含
む
）
に
よ

る
災
害
、
病
虫
害
お

よ
び
鳥
獣
害
。

畑
作
物
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

未
使
用
か
つ
、
新

し
く
購
入
す
る
際

の
金
額
が
５
万
円

以
上
の
農
機
具
や

ド
ロ
ー
ン
。

ま
た
、
特
約
を
付

与
し
た
場
合
、

中
古
農
機
具
も

可
能
。

農
機
具
を
所
有
・
管

理
し
て
い
る
農
家
。

（
ド
ロ
ー
ン
の
場
合
）

航
空
法
に
基
づ
く
国

土
交
通
省
の
飛
行
承

認
を
受
け
た
所
有
者

（
操
縦
者
）
お
よ
び

機
体
。

火
災
、
落
雷
、
盗
難

に
よ
る
盗
取
・
き
損
、

転
覆
、
異
物
の
巻
き

込
み
、
衝
突
、
飛
行

中
の
事
故
な
ど
。

農
機
具
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

建
物
、
付
属
す
る

門
・
垣
・
塀
な
ど

の
工
作
物
、
建
物

内
に
収
容
さ
れ
て

い
る
家
具
類
お
よ

び
農
機
具
。

建
物
を
所
有
、管
理

し
て
い
る
農
家
。

（
火
災
共
済
）

火
災
、
落
雷
、
破
裂
、
爆

発
、外
部
衝
突
な
ど
。

（
総
合
共
済
）

火
災
共
済
に
加
え
、
風

水
害
、
雪
害
、
地
震
、
噴

火
な
ど
。

建
物
共
済

補
償
対
象

加
入
要
件

対
象
と
な
る
災
害

・
米

・
麦

・
ぶ
ど
う

・
な
し

・
か
き

・
大
豆

・
そ
ば

農
作
物
、果
樹
、畑
作

物
の
共
済
に
加
入
し

て
い
る
品
目
。

火
災
、衝
突
、風
水
害
、

雪
害
、
盗
難
、
輸
送

中
の
事
故
な
ど
。

保
管
中

農
産
物

補
償
共
済
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【申込書提出期限】令和８年４月30日（木）
【提　出　場　所】鳥取県農業共済組合 各支所

令和5年の台風7号による水田崩壊 イノシシによる食害及び踏み倒し

半相殺方式
または

地域インデックス方式

あ
な
た
の
経
営
に
適
し
た

備
え
を
選
び
ま
し
ょ
う

※収入保険をご希望の方は令和９年産からのご加入となります。
　詳しくは最寄りのNOSAIまでお問合せください。

青色申告をしていて農業経営全体の補償を受けたい

収入保険 品質方式 全相殺方式

JA等への出荷データ、または確定申告している収穫量を
用いて補償を受けたい

収穫量だけでなく、品質の低下も
補償対象としたい

は　い

はい

はい

はい

いいえいいえ

いいえ

いいえ

農
作
物
共
済﹇
水
稲
﹈

　
近
年
の
異
常
気
象
や
大
型
台
風
の
襲
来

に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
農
作
物
へ
の
大
き

な
被
害
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
県
で
は
、
令
和
５
年
の
台
風
７
号
等

に
よ
る
土
砂
流
入
や
用
水
路
崩
壊
、
近
年

は
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
吸
汁
加
害
に

よ
っ
て
西
部
管
内
を
中
心
に
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
の
活
動
範
囲

が
広
が
っ
て
お
り
、
獣
害
は
山
間
地
の
み

な
ら
ず
、
市
街
地
ま
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
も
し
も
」
の
と
き
の
備
え
と
し
て
、
水
稲

共
済
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
ご
加
入
に
あ
た
っ
て
は
、
別
途
加
入
申

込
書
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
下
記
期
限
ま
で
に
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
前
年
ま
で
に
自
動
継

続
特
約
の
申
し
出
を
さ
れ
た
方
は
、
加
入

申
込
書
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
方

式
等
の
変
更
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〜「
も
し
も
」の
と
き
の
備
え
を
〜

6
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加入方式 補償割合 補償内容

半
はん
相
そう
殺
さい
方式 8割～ 6割

被害申告耕地の見込収穫量を調査し、農業者の合計収穫
量が平年収穫量の８割～６割を下回った場合に共済金を
お支払いします。

全
ぜん
相
そう
殺
さい
方式

9割～ 7割

農業者ごとに、JAなどの乾燥調製施設の出荷資料の収穫
量、または確定申告で把握できる収穫量が平年の収穫量
の９割～７割を下回った場合に共済金をお支払いします。

品質方式
農業者ごとに JAなどの乾燥調製施設の出荷資料の品質
を加味した収穫量が平年を下回り、かつ生産金額が平年
の９割～７割を下回った場合に共済金をお支払いします。

地域
インデックス

方式

国が公表する当年産の市町村別統計単収が、平年の市町
村別統計単収の９割～７割を下回った場合に共済金をお
支払いします。

水稲共済では以下の「加入方式」・「補償割合」・
「単位当たり共済金額」を選択することができます。

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 ７位 ８位

主食用 235 円 212 円 188 円 165 円 141 円 118 円

飼料用 27 円 24 円 20 円 17 円 14 円 11 円 7 円 4 円

米粉用 66 円 59 円 52 円 45 円 38 円 31 円 24 円 17 円

令和 8年産に適用となる単位当たりの共済金額（１kg当たりの補償額）

特約名 特約内容

一筆半損特約
一筆ごとに５割以上の被害（減収）があった場合、対
象筆の 2割部分（各方式最高補償割合を選択した場合）
の共済金を支払う事が出来る特約

以下の特約を付けることで、一筆ごとの大きな被害にも対応できます。

　令和 7 年産水稲は、県下全域でイノシシ・シカ・ヌートリアによる食害や踏み倒し、
出穂期前後の水不足による干害が発生し減収となりました。一部圃場ではいもち病
などの病害、イネカメムシの吸汁加害による虫害、風雨により稲が倒伏し穂発芽な
どが発生し減収となりました。

支払戸数 207戸　支払共済金 11,323,367円　支払日 令和7年12月25日（木）

令和7年産水稲の共済金を支払いました令和7年産水稲の共済金を支払いました

NOSAI サポート情報
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令
和
８
年
１
月
６
日
午
前
10
時
18
分
頃
、

島
根
県
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
、
境
港
市
、
日
野
町
、
江
府
町
で
は
最
大

震
度
５
強
を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に

よ
り
鳥
取
県
西
部
を
中
心
に
多
く
の
建
物
被

害
が
発
生
し
、
地
域
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　
地
震
発
生
を
受
け
、
N
O
S
A
I
鳥
取
で

は
速
や
か
に「
地
震
損
害
評
価
班
」を
編
成
し
、

損
害
評
価
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
建
物
の
罹
災
状
況
を

細
か
く
確
認
し
、
加
入
者
の
皆
さ
ま

か
ら
の
聞
き
取
り
を
丁
寧
に
行
う
こ

と
で
、
適
正
な
評
価
に
努
め
ま
し
た
。

現
地
評
価
が
終
了
し
た
案
件
か
ら
順

次
、
共
済
金
の
支
払
い
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

島
根
県
東
部
を
震
源
と
す
る
地
震
へ
の
対
応

―
迅
速
か
つ
適
正
な
損
害
評
価
を
実
施
―

8
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　 県内お出かけスポットお勧め

おすすめ県内お出かけスポット（日野町：）
所在地：

【本文】

【一般社団法人　日野町観光協会　庄司さんのコメント】

お問合せ：
倉吉市魚町２５１８　
TEL.0858-22-4608
開館時間：9：００～１７：００
休 館 日：水曜日
入 館 料：無料

琴櫻記念館取材
協力 ホームページ https://kotozakura-kinenkan.com/

　佐渡ヶ嶽部屋や地域の皆様の
おかげで、展示内容は多岐に渡
ります。これらを通じて初代琴
櫻の足跡を辿るだけでなく、孫
の二代目大関琴櫻関や【相撲の
まち　くらよし】も応援していた
だければと思います。

琴櫻記念館
説明員

う 　 ざ き 　 あ い

宇崎　愛さん

※写真提供　琴櫻記念館

　
倉
吉
市
の
白
壁
土
蔵
群
に
あ
る
琴
櫻
記

念
館
で
は
、
倉
吉
出
身
の
第
53
代
横
綱
琴

櫻
に
ゆ
か
り
あ
る
貴
重
な
品
々
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　
入
口
の
琴
櫻
像
が
訪
れ
る
方
々
を
迎
え
、

館
内
に
は
琴
櫻
が
使
用
し
た
下
駄
や
優
勝
し

た
際
に
贈
ら
れ
た
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
２
階
に
も
ゆ
か
り
の
品
や
当

時
の
写
真
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
一
番
の
見
ど
こ
ろ

は
「
三
つ
揃
い
の
化
粧
ま
わ

し
」
で
す
。
こ
ち
ら
は
横

綱
昇
進
後
、
最
初
に
贈
ら

れ
た
も
の
で
、
大
山
、
打

吹
山
、
浦
富
海
岸
と
い
う

地
元
鳥
取
を
象
徴
す
る
風

景
が
刺
繍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
迫
力
と
存
在
感
に
圧

倒
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
逸

品
で
す
。
最
後
の
土
俵
入

り
の
際
に
も
使
わ
れ
た
と
の

こ
と
で
、
琴
櫻
の
郷
土
愛

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
毎
年
春
に
打
吹
公
園
近

く
の
倉
吉
市
営
相
撲
広
場

で
は
、
琴
櫻
の
顕
彰
と
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を

目
的
と
し
て
「
桜
ず
も
う
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

琴
櫻
の
功
績
を
称
え
る
こ

の
大
会
で
、
横
綱
を
夢
見

る
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
を

ご
覧
に
な
る
の
も
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

所
在
地
：
倉
吉
市
魚
町

第
５３
代
横
綱
琴
櫻
記
念
館

打吹山の化粧まわし
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TOTTORI

「
環
境
負
荷
低
減
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
み
ど
り
チ
ェ
ッ
ク
）」の
提
出
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

回答
フォーム

農林水産省
HP

農
業
共
済
新
聞
の
購
読
を
お
願
い
し
ま
す

　
農
業
共
済
新
聞
は
農
業
に
関
す
る
情
報
、
生
活
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
員
・
共
済
部
長
等
の
基
礎
組
織
構
成
員
に
は
購
読
助
成

を
行
っ
て
お
り
、
年
間
２
、
５
０
０
円
で
購
読
い
た
だ
け
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
購
読
く
だ
さ
い
。

共
済
金
の
早
期
支
払
い
の
た
め
に

　
建
物
、
農
機
具
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ
に
最
寄
り

の
支
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
に
よ
り
修
理
に
出
さ
れ
た
場
合
は
、
必
要
書
類
の
早
期

作
成
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
建
物
共
済
〉
修
理
見
積
書
な
ど

　〈
農
機
具
共
済
〉
請
求
書  （
修
理
明
細
が
わ
か
る
も
の
）

掛
金
は
口
座
振
替
で
！

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の
向
上
と
組
合
の
事
務
処
理
の

効
率
化
の
た
め
、
共
済
掛
金
等
の
納
入
に
つ
い
て
、
口
座
振
替

の
利
用
を
勧
め
て
い
ま
す
。
振
替
手
数
料
は
組
合
が
負
担
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き
る
金
融
機
関

●
山
陰
合
同
銀
行
　
●
鳥
取
銀
行
　
●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
　

●
鳥
取
県
内
の
各
Ｊ
Ａ
　
●
鳥
取
県
内
の
各
信
用
金
庫

　
農
林
水
産
省
で
は 「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
に
掲
げ
る

環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
各
種
補
助
事
業
を
受

け
る
に
当
た
っ
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
取
組
の
実
践
を
要
件
と
し

て
い
ま
す
（「
環
境
負
荷
低
減
の
ク
ロ
ス
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」） 

。

　
収
入
保
険
及
び
農
業
共
済
（
農
作
物
共
済
、
家
畜
共
済
、
畑
作

物
共
済
、
果
樹
共
済
、
園
芸
施
設
共
済
）
で
は
、
環
境
に
や
さ
し

い
最
低
限
の
取
組
の
実
践
は
、「
要
件
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ま
が
日
頃
か
ら
実
践
さ
れ
て
い
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
組
が
消

費
者
に
も
伝
わ
り
、
そ
の
評
価
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
令
和

８
年
度
に
加
入
申
込
を
行
う
農
業
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
環
境
に
や

さ
し
い
最
低
限
の
取
組
の
実
践
と
「
環
境
負
荷
低
減
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
」
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
提
出
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳しくは最寄りの各支所へお問い合わせください。 掲示板
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アルファベットを順に並べて
完成した言葉が答えです。

タテのかぎ

ヨコのかぎ

※写真はイメージです。
※柄やデザインは変更になること
　があります。

〈応募ハガキ 記入例〉

①クイズの答え
②郵便番号　
③住　所
④氏　名　　
⑤年　齢
⑥電話番号
⑦組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にある
プレゼント応募券を
貼ってください

応募方法

三
橋 

研
太
さ
ん （
37
歳
）

み

は
し

け
ん

た

鳥
取
市

【
答
え
】

伯州美人　ねぎ煎餅

当
選
者
の
発
表
は
、賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

オ
シ
ル
コ

　３
月
に
入
り
、
寒
さ
も
徐
々

に
和
ら
い
で
き
ま
し
た
。
外
出

の
機
会
も
増
え
て
く
る
と
思
い

ま
す
が
、
春
は
風
邪
の
多
い
季

節
で
す
。
外
出
か
ら
帰
っ
た
際

は
、
う
が
い
・
手
洗
い
を
し
て
、

風
邪
予
防
に
努
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

（
Ｔ・Ｍ
）

①調理場。調理施設。
②食事をしたり、くつろぐための部屋。
③表の反対。
④証券取引所で売買される銘柄の価格。
⑥いくら忠告や意見をしても全く効果が無いこと。「馬の○○に念仏」
⑨ニワトリの子ども。
⑪長い間持ちこたえること。「○○○○○レース」
⑬道路や橋などの構造物を建てること。
⑮頭にかぶる物。「防災○○○」
⑰ノドの痛みや乾燥で強く息を吐くこと。「○○が出る」
⑲借りたお金に対し、貸し手に支払う報酬（対価）。

②双方の間に立って物事をまとめること。「○○○○○業者」
⑤旧石器時代から使われている狩猟道具。「きゅうし」
⑦愛を英語で言うと。
⑧国民の祝日。７月の第３月曜日は何の日？
⑩地位や力が対等になること。「○○を並べる」
⑫鬼瓦やヒイラギにイワシを刺して飾るなどの風習は○○○の効果がある
　と信じられている。
⑭鳴門海峡で見られる自然現象。「○○しお」
⑯過去に何かがあったことを示す跡や証拠。
⑱「Fog」日本語に直すと？
⑳可燃性の液体状の化石燃料。アラブの○○○王。
㉑新しい分野に進み出て、活動の領域を広げること。

た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！

A B C D E
回答欄

クロスワード答え

〒689-2202
東伯郡北栄町東園271番地
鳥取県農業共済組合本所
広報係

応募宛先

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には
使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがあります
のでご了承ください。氏名の記載はいたしません。貴重なご
意見、ご感想お待ちしております。

令和8年５月31日（日）応募締切
当日消印有効

47号（新春号）

　
お
い
し
い
野
菜
が
食
べ
た

く
て
、
農
業
を
始
め
ま
し
た
。

主
に
葉
物
を
栽
培
し
て
お

り
、
よ
り
良
い
野
菜
の
た
め

に
肥
料
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
子
ど
も
と
楽
し
く
農

業
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

相撲部屋の
反物を使用した
トートバッグ

⑥ ⑮

⑭

　

　

⑧

⑲

　

⑦③

　

　

⑬

　 　

　

⑲

①

④ ⑩

⑪

　 ⑯ ㉑

⑳

①

②

⑤ ⑧

　

⑨
C

B

D

E

A

⑱

②

⑰

⑯

⑫

142通
応募総数

葉物
（小松菜・サニーレタス）

24.8㌃

オクラや
大根など
34.7㌃

⑦ ⑭

⑭

　

⑪

⑧ ⑩

　④

⑤

③

⑬

⑨ ⑰

⑱

⑲

⑲

①

④

⑩

⑫ ⑯ 　①

②

⑥

⑩
C

B

D

A

②

⑮

ダ ハ 　 ト 　 ゲ ル
　 コ ウ サ テ ン  
カ 　 キ カ ン シ ヤ
ク ラ ブ 　 ジ ユ ヨ
ホ イ ク シ ヨ 　 イ
　 オ ロ シ ウ リ
ギ ン 　 ツ 　 カ ラ

クロスワード正解者の中から
抽選で10名の方に
当たります。

表
紙
の

え
が
お

編
集
後
記

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

あ
た
ま
の
体
操
し
て
み
よ
う

プレゼント令和８年 春号
〈キリトリ〉
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鳥取県農業共済組合
〒689-2202 鳥取県東伯郡北栄町東園271番地

ＦＡＸ. 0858-37-4121      nosai31@tottori-nosai.jp
0120-031559　ＴＥＬ. 0858-37-5631

■東部支所 0120-031870　☎0857-37-3301
■中部支所 0120-031180　☎0858-37-5252
■西部支所 0120-031492　☎0859-22-1001

各支所の連絡先

この用紙のインクは再生紙処理をしやすく環境にやさしい大豆油インキを使用しています

鶏もも肉………… 400g
粗びきこしょう… 適量
白ねぎ…………… 80g
濃口しょうゆ 大さじ１
みりん……… 大さじ１
砂糖………… 小さじ２
だし汁………… 200㎖
片栗粉……… 大さじ１
水…………… 大さじ１

鶏もも肉のねぎあんかけ

①鶏肉は叩いて広げ、粗びきこしょうを両面に振る。
②①の鶏肉を中火で両面焼き色がつくまでしっかりと

焼く。
③しょうゆ・みりん・砂糖・だし汁を合わせて加熱し、

沸騰する前にみじん切りにした白ねぎを入れる。
④沸騰したら火を止め、水で溶いた片栗粉を入れて素早

くかき混ぜる。
⑤器に半分に切った鶏肉を盛り、④のあんかけをかける。

主菜

○エネルギー 225kcal  ○たんぱく質 17.2ｇ
○脂質 14.2ｇ  ○食塩相当量 0.9ｇ1 人分栄養価

作り方

◎材料（４人分）

さつまいも……… 120g
じゃがいも……… 120g
きゅうり………… 100g
マヨネーズ
………… 大さじ１・1/3
フレンチドレッシング
………………… 小さじ1
 

いもいもサラダ

①じゃがいもは皮をむき、さつまいも
は皮つきのまま1.5㎝の角切りにし
てゆで（蒸してもよい）、冷ます。

②きゅうりは、輪切りにする。
③①②を合わせ、マヨネーズとフレン

チドレッシングで和える。

副菜

○エネルギー 91kcal ○たんぱく質 1.2ｇ
○脂質 3.7ｇ ○食塩相当量 0.2ｇ1 人分栄養価

作り方

◎材料（４人分）
プレーンヨーグルト
…………………… 150g
かぼちゃ………… 300g
 

かぼちゃアイス

①かぼちゃを５㎜角の厚さに切り、鍋にかぼちゃがかぶる
くらいの水を入れて煮る。（やわらかくなっても水分が
残っていたら、ふたを取って水分を飛ばす。）

②①をボウルに入れ、ヨーグルトと合わせる。
③②を製氷皿に入れ、冷凍庫で固める。

副菜

○エネルギー 91kcal ○たんぱく質 1.2ｇ、
○脂質 3.7ｇ ○食塩相当量 0.2ｇ1 人分栄養価

作り方

◎材料（４人分）

きのこたっぷり香味スープ

○エネルギー 72kcal ○たんぱく質 5.3ｇ
○脂質 2.6ｇ ○食塩相当量 0.8ｇ1 人分栄養価

①干ししいたけは分量の水で戻し、軸と石づきを外し、
せん切りにする。

②しめじ、えのきは石づきを取り、ほぐす。白ねぎ、しょ
うがはせん切り、唐辛子は種を取り、小口切りにする。

③①のもどし汁に鶏肉、きのこ類、しょうがを加え煮る。
火が通ったら調味料、白ねぎ、唐辛子を加え、最後に
Aでとろみをつける。

作り方

◎材料（４人分）

副菜

しめじ…………… 60ｇ
えのき…………… 60ｇ
　干ししいたけ… 10ｇ
　水…………… 600㎖
鶏ミンチ………… 80ｇ
　白ねぎ………… 40ｇ
　唐辛子………… １本
　しょうが……… 20ｇ
　酒………… 大さじ２
　酢………… 大さじ１
　濃口しょうゆ 大さじ１
A片栗粉 … 大さじ１
　水………… 大さじ２

料理
コーナー

季節の
おすすめ 香辛料や香味野菜、干ししいたけや肉のうま味、酸味を使用することで

風味を引き立たせ、少量の調味料でもおいしく召し上がれます。
豊富な秋の食材を活かして、塩分を控えた食事を心がけましょう。

　公益社団法人鳥取県栄養士会は保健、医療、福祉及び教育
の分野において食と健康の専門職として県民の公衆衛生の
向上及び健康の増進に寄与することを目的として「食の力
で伸ばそう健康寿命」を掲げて日々活動しています。　　

公益社団法人 鳥取県栄養士会会長　福田　節子

公益社団法人 
鳥取県栄養士会

［ 提 供 ］

編
集

・
発

行
／

鳥
取

県
農

業
共

済
組

合
https://w

w
w

.nosai-tottori.jp   　 NO
SA
Iと
っ
と
り

2026年
VO

L.48
春

 号
N
O
S
A
I
T
O
T
T
O
R
I

農
業

は「
い

の
ち

の
産

業
」

［
令

和
8年

］

ごはん………… 200g
焼鮭……………… 60g
ブロッコリー…… 60g
梅干し…………… 1 個
炒りごま………… 5g

焼鮭とブロッコリーのおにぎり主食

◎材料（2個分）

白玉粉………………… 80g
牛乳…………………110㎖
　 米粉 ……………… 50g
　 ベーキングパウダー
　　 ………… 小さじ1/2
オリーブ油……… 大さじ4
粉チーズ……………… 40g
塩……………… 小さじ1/8
あらびきこしょう……適宜
グリンピース（茹で・むき身） 30g
コーン………………… 30g
ベーコン……………… 2枚

◎
材
料（
12
個
分
）

グリンピースとコーンのポン・デ・ケージョ

①ベーコンは1㎝幅に切る。
②ボウルに白玉粉を入れ、牛乳を少しずつ加え、だまが残ら

ないよう混ぜる。
③②にAを加えて混ぜ、オリーブ油を入れてさらに混ぜる。
④③に粉チーズ、塩、あらびきこしょうを加え、耳たぶくらい

のかたさになるまで手でこね、①とグリンピース・コーンを
入れて全体を均一に混ぜる。

⑤④を棒状にまとめ、12等分に切り丸める。190℃のオーブ
ン（ガスオーブン180℃）で20分～25分焼く。

副菜

作り方

①白玉粉は砕く。Aは合わせてふるう。
②オーブンを190℃に予熱する。

下準備

野菜たっぷり豆乳スープ副菜

①白菜とにら、梅干し、しそはみじん切りにする。
②鶏むねひき肉と①の材料、オイスターソース、酒、しょうが

を加え粘りが出るまで混ぜ合わせる。
③餃子の皮で②の具材を包む。
④フライパンにごま油を敷き、焼き色がつくまで焼き、水を少

量入れ水分がなくなるまで蒸し焼きにする。

①焼鮭はほぐしておく。
②ブロッコリーは茹でて粗くきざむ。
③梅干しは種をとりきざむ。
④ごはんに①②③と炒りごまをまぜおにぎりを作る。

作り方

梅しそぎょうざ主菜

○エネルギー 109kcal ○たんぱく質 11.2g
○脂質 2.0g  ○食塩相当量 0.9g1人分栄養価

○エネルギー 147kcal ○たんぱく質 7.3g
○脂質 7.0g  ○食塩相当量 1.1g1人分栄養価

○エネルギー 205kcal ○たんぱく質 7.５g 
○脂質 2.3g ○食塩相当量 1.12g1個当たり栄養価

○エネルギー 119kcal ○たんぱく質 3.0g
○脂質 7.3g  ○食塩相当量 ０.3g1個当たり栄養価

白菜……………… 60g
鶏むねひき肉…… 75g
にら…………… 1/4 束
梅干し…………… 2 粒
しそ……………… 5 枚
オイスターソース……5g
酒………… 大さじ1/2
しょうが（すりおろし）
　　………………2.5g
ごま油…… 小さじ 1/2
餃子の皮……… 14 枚

◎材料（2人分）

アスパラガス………80g
たまねぎ……………40g
にんじん……………20g
ほうれん草（冷凍）…20g
ベーコン……………10g
サラダ油……… 小さじ1
豆乳（無調整）… 280㎖
みそ…………… 大さじ1
こしょう………… 適量

◎材料（2人分）

おでかけにぴったりな彩鮮やかなおにぎりです。 作り方 鶏むねひき肉と梅干しでさっぱり仕上げる主菜です。

①たまねぎ・にんじんは薄切り、アスパラガスは３～４㎝の斜
め切り、ベーコンは食べやすい大きさに切る。ほうれん草
はゆでて水気を絞り３～４㎝に切る。

②鍋にサラダ油を熱し、たまねぎとにんじんを入れ、たまねぎ
がしんなりするまで炒める。

③アスパラガスとベーコンを加え、油が全体にまわったらひ
たひたになるくらい水を入れる。沸騰したら蓋をして、食材
に火がとおるまで弱火で煮込む。

④豆乳とみそを加える。ほうれん草を加え、さっと煮て、こしょ
うで味をととのえる。

作り方 野菜の甘みが引き立つスープです。

ポン・デ・ケージョは、ブラ
ジル生まれのチーズパン
のことです。もちもち食
感に、グリンピースの甘み
とコーンがよく合います。

A

料理
コーナー

季節の
おすすめ 　春は、生活が変わったり外に出かける機会も増えてくる季節

です。まだまだ気温差も大きいため体調を整えることも大切で
す。春らしい彩りや香りで季節を感じながら、よい食生活のス
タートを切りましょう。

　公益社団法人鳥取県栄養士会は保健、医療、福祉及び教育
の分野において食と健康の専門職として県民の公衆衛生の
向上及び健康の増進に寄与することを目的として「食の力
で伸ばそう健康寿命」を掲げて日々活動しています。　　

公益社団法人 鳥取県栄養士会会長　福田　節子

公益社団法人 
鳥取県栄養士会

［ 提 供 ］


